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研究成果の概要（和文）：東アフリカ・ケニアのサバンナと海岸の高温多湿な環境および

西アフリカ・ガーナの雨緑樹林帯と高温多湿な海岸地帯を調査対象とした本研究によ

り、アフリカ大陸横断的にマラリア蚊の吸血行動を調べた場合、ハマダラカの遺伝的

背景よりは恐らく調査地の気候とくに湿度により吸血行動が影響を受けていること

が強く示唆された。より狭い地域内での吸血頻度に関する変異はガンビアハマダラカ

の繁殖場所からの距離によりもっともよく説明された。 

 

研究成果の概要（英文）：We have studied the influence of environmental factors on the 

malaria vector mosquitoes blood feeding behavior. Through our field work conducted in 

Ghana, western Africa, and Kenya, eastern Africa, consisting of four different kind of 

vegetation zones, we emphasize that blood feeding by mosquitoes, and their successive 

resting behaviors, can be strongly governed by environmental factors in addition to their 

innate features. Therefore, it is important to identify the determinant environmental 

factors, including human life style, that affect mosquito blood feeding and resting 

locations to effectively control these deadly malaria vectors. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

ガンビエハマダラカにはその吸血嗜好

性に大きな地理変異が報告されてきた。
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この種の集団遺伝学的変異・地域間隔離

程度についてアフリカ大陸横断的研究

が米国CDCグループにより行われた結果

エチオピア・ケニア・タンザニアの南北

に走るグレートリフトバレーの乾燥地

帯をはさんだ東西アフリカで最大の遺

伝的隔離が観察され、ケニア東側からは

アフリカの西側集団と遺伝的変異に乏

しい連続集団を形成していることが明

らかにされた。このためケニア東西集団

を調査地に含めればアフリカ大陸で見

られる遺伝的多様性の２極を押さえた

ガンビエハマダラカの吸血生態を調べ

ることができる。このような観点からガ

ンビエハマダラカを主体とするマラリ

ア媒介蚊をケニア東部の海岸部、西部の

内陸部、距離的には遠いが遺伝的にはケ

ニア西部のガンビエハマダラカと同じ

クラスターに入るガーナの中央部、南部

の海岸部で雨季乾季にわたり蚊の採集

と吸血蚊についてはその吸血源動物の

同定を行い、それらの因子を説明しうる

環境変量を求めた。 

 

 

２． 研究の目的 

 

本研究は、ガンビエハマダラカ姉妹種の吸血

行動をアフリカ東西で調査し、この種の吸血

宿主選択機構を明らかにすることを目的とす

る。サハラ以南アフリカにおける主要なマラ

リアベクターの2種A. gambiaeおよびA. 

arabiensisの、吸血場所、吸血嗜好性、吸血

時間帯について、同一の手法で調査した比較

可能なデータベースを作成する。大陸横断的

な調査地を東アフリカのグレートリフトバレ

ーの東西（ケニア）、西アフリカのガーナ、

セネガルに選び、野外蚊の吸血行動調査を行

う。調査地では温湿度、降水量、吸血宿主、

蚊密度を定量し、吸血宿主選択との関係を多

変量解析し人吸血がどのような要因により実

現されているのか探求する。 

 

 

 

 

３．研究の方法 

 

アフリカ東西にまたがる多様な環境を背景

とし、統一手法でハマダラカの吸血嗜好性を

調べ調査時の環境変量との多変量解析を行

った。ケニアでは毎月3年にわたり,ガーナで

は乾季、雨季それぞれ1回ずつ年に2回の次の

ような野外調査をおこなった。 

環境変量の測定 

・蚊のアバンダンス：蚊の個体群密度の推定

－蚊を採集する調査地の人家２０軒に4個

ずつ産卵トラップを設置し産卵されたハ

マダラカ卵の数を数えることで母蚊の個

体数を推定する。 

・ホストのアバンダンスと分布：蚊を採集す

る人家20－50軒を含む地域のホストの種

類と個体数をアンケートにより調査する。

蚊を採集する家の位置をポータブルナビ

ゲーターで記録する。 

・蚊の繁殖場所の分布：蚊の繁殖場所を調査

しその位置をポータブルナビゲーターで

記録する。 

・調査地の気象データ：各調査地にはウェザ

ーステーションを設置し年間の降雨量、気

温、湿度を自動記録する。 

・マラリアの罹患率：マラリアを発症した経

験を調査地で蚊を採集した人家20軒の住

人に過去2ヶ月までさかのぼりインタビュ

ーにより記録する。 

吸血蚊の調査 

・吸血がおこる場所と時間の調査：8人のボ

ランティアを雇用し屋内、屋外を1ペアと

して終夜採集（夜7時から朝6時まで）を行

った。 

・吸血蚊の採集と吸血宿主の同定：室内から

吸血蚊を採集し、ホストの同定とハマダラ

カの種同定のPCRを同時に行い、蚊の種類

と吸血ホストを調べた。 

 

 

４．研究成果 

 

西アフリカに位置するガーナで採集した

ガンビエハマダラカ姉妹種は海岸地方では

９９％以上がメラスハマダラカというガン

ビエ姉妹種のうちこれまでに生態学的報告



 

 

のほとんどない汽水性種であった。この種は

局所的にしか分布しないものの分布してい

る地域では高い密度で吸血飛来することを

確認した。 

ケニアでは全部で約 6000 個体の吸血蚊を

採集した。ケニアの蚊の群集相はガーナとは

まったく異なり、ハマダラカは寧ろ少数であ

り他の属の蚊のほうが多い。このような違い

はこれまで知られておらず、考察されたこと

のない新しい課題だ。 

東西アフリカでの調査から蚊による吸血

リスクに関する人々の生活習慣が地方や民

族間で大きく異なることが明らかになった。

例えば、タンザニアとガーナの海岸地方の村

では、日没後屋外で睡眠をとり深夜以降は屋

内に移動して睡眠をとる習慣が見られた。こ

のような生活習慣は蚊の吸血行動にどう影

響するのかまったく研究されてきていない。

東アフリカ・ケニアのサバンナと海岸の

高温多湿な環境および西アフリカ・ガー

ナの雨緑樹林帯と高温多湿な海岸地帯

を調査対象とした本研究により、アフリ

カ大陸横断的にマラリア蚊の吸血行動

を見たときに、ハマダラカの遺伝的背景

よりも調査地の気候とくに湿度により

吸血行動・吸血場所が影響を受けている

こと、吸血場所と吸血宿主選択が相関す

ること、が強く示唆された。 
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